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1960年 徳島市生まれ
1982年3月 岡山大学農学部卒業、2012年 千葉大学大学院園芸学研究科修了
博士（農学）

1982年4月 農林水産省入省
2001年4月～3年7月の間、農林水産政策研究所において篠原孝所長
（前・衆院議員）の指導の下、フード・マイレージに関する研究に従事

ご挨拶と自己紹介

著書 『フード・マイレージ－あなたの食が地球を変える」
               （2018(新版)、日本評論社）

『食べ方で地球が変わる フードマイレージと食・農・環境』

              （山下惣一氏、鈴木宣弘氏との共著、2007.7、創森社） 等

その後、九州農政局（熊本市）、北陸農政局（金沢市）、統計部数理官等を
経て2020年3月 定年退職。2025年3月、再任用終了

東京・東村山市在住
自宅近くの市民農園、体験農園で農作業の真似事

個人的なライフワークとしてフード・マイレージの普及等に取組み
ウェブサイト「フード･マイレージ資料室」主宰
（ブログ、メルマガなど） http://food-mileage.jp
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【はじめに】

分野を問わず、
最も強力な議論の

根拠となるのが統計学
（2013）

統計とは 「集団」の「傾向・性質」を「数量的」に明らかにしたもの

cf. データ：単なる数字の集まり
  情報 ：判断を下したり行動を起こしたりするために必要な知識

  「情報」としては統計だけでは不十分

統計の役割
① 自分の国の状態を正しく知る。
② 国や地方の行政の運営を公平・公正に行う基準を与える。
③ 国際社会の中で日本の置かれた状況を正しく理解する。

統計の作り方
①統計調査 ②官庁の持っている資料を集計 ③他の統計やデータを加工

「統計でだまされない」ためには、
まず「統計でだます方法」を
知ることが必要だ!（1968）

参考：総務省HP  https://www.stat.go.jp/naruhodo/index.html

3



経済学の父
Ａ.スミス

（1723～1790）

音楽の父
Ｊ.Ｓ.バッハ

（1685～1685）

日本資本主義の父
渋沢栄一

（1840～1931）

日本近代統計の父・杉 亨二（純道）（1828～1917）

出典：総務省統計博物館 https://www.stat.go.jp/museum/shiryo/sugi.html

肥前・長崎生。
10歳で孤児となり、住込奉公等を経て江戸で蘭学

を学び勝海舟の私塾長に。明治維新後は太政官政府で
日本初の総合統計書を編さん。

官職を辞した後、ほとんど視力を失ったにもかかわ
らず国勢調査実施など統計事業の発展に尽力。

第一回国勢調査の実現を見ずして90歳で死去。
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総務省 統計委員会

総務省 政策統括官(統計制度担当)

統計行政に係る専門的かつ中立な機関

統計に関する政府横断的な調整

総務省 統計博物館

内閣府

総務省

法務省

財務省

文部科学省

厚生労働省

国土交通省

環境省

農林水産省

経済産業省

所管業務に関する統計の作成：基幹統計（特に重要な統計）《54》

国勢統計、労働力統計、
小売物価統計 等《15》

国民経済計算《1》

法人企業統計
民間給与実態統計《2》

学校基本統計
社会教育統計 等《4》

毎月勤労統計
人口動態統計 等《9》

農林業構造統計
漁業構造統計等《7》

経済産業省生産動態統計
商業動態統計 等《7》

建設工事統計
港湾統計等《9》

統計不正の発覚（2019.1）

↓

一斉点検、是正措置

全数調査すべきところをサンプル調査に、
必要な補正も行わず。

雇用保険、労災保険等の支払い不足。

統計作成プロセスの適正化(PDCA)

誤り発生への対応ルール
調査実施基盤の整備(体制整備等)

総務省 統計研究研修所

また、統計不正の発覚
（2022.1）

調査票の改ざん、二重計上。
（建設工事受注動態統計調査）

日本の統計（国の行政機関がそれぞれ所管する行政分野に関する統計を作成する分散型統計機構（アメリカも）、cf.集中型（カナダ、豪州）
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農政を支える「情報インフラ」としての役割
① 政策目標の設定・評価の根拠
② 需給安定対策等の施策の発動基準
③ 国の財政支出の算定根拠 などに必要な統計データを整備

農林水産統計の役割

〇 基幹統計調査【７】
農林業構造統計（農林業センサス）、牛乳乳製品統計、作物統計、海面漁業生産統計、

漁業構造統計（漁業センサス）、木材統計、農業経営統計

〇 一般統計調査【34】
   林業経営、農業物価、新規就農者、集落営農、青果物卸売市場、６次産業化 等

国民のための「公共財」としての役割
農山漁村・地域の実態、農林水産業従事者の構造、農林漁業経営、農

林水産物の生産・流通・加工・消費からなるフードシステム全体に関す
る様々な数値を提供。
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【41本】（加工統計を除く。）

【年間公表件数】
約190件
（毎日公表の市場調査を除く。）

農林水産統計の体系図 https://www.maff.go.jp/j/tokei/attach/pdf/saff_taikeizu.pdf

【調査方法】
職員・専門員調査 ５
統計調査員調査 ５
郵送・オンライン調査 14

民間委託調査 17
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農林水産業、関連産業、消費者等を対象に、
農山漁村地域や農林水産物の生産、流通・加工、消費の実態・動向等を把握し、

これを省内の政策部局のほか広く国民が活用

利 活 用

政策目標の設定と評価根拠

【食料・農業・農村基本計画】

農地面積見通しの策定に作物統計調査の耕地面積を

利用 等

需給安定対策等の施策の発動基準

【野菜・果実の生産出荷安定対策】

需給調整の発動基準の算定に青果物卸売市場調査
の青果物の卸売数量・卸売価格を利用

国の財政支出の算定根拠

【経営対策】

対象品目の交付金の算定に農業経営統計調査の生
産費や作物統計調査の単収を利用
【地方交付税】

基準財政需要額の算定に農林業センサスの農家数
等を利用 等

把 握 事 項

農林水産物の生産状況の
把握

耕地面積、収穫量、家畜
頭数、木材、漁獲量 等

従事者の構造、農山漁村
地域の実態の把握
就業者、新規就農者 等

農林漁業経営の把握
経営収支、生産コスト、
価格動向 等

農林水産物の流通・加工
・消費の状況の把握

卸売数量・価格、牛乳生産
量、関連事業の販売金額等

統 計 調 査

作物統計調査
木材統計調査
海面漁業生産統計調査 等

農業構造動態調査
林業構造動態調査
新規就農者調査 等

農業経営統計調査
漁業経営統計調査
農業物価統計調査 等

青果物卸売市場調査
牛乳乳製品統計調査
６次産業化総合調査 等

経
営
分
野

生
産
分
野

構
造
分
野

流
通
消
費
分
野

a

農 

林 

業 

セ 

ン 

サ 

ス 

・ 

漁 

業 

セ 

ン 

サ 

ス

農林水産統計調査の概要
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農林水産省ホームページ https://www.maff.go.jp/【調べ方、使い方】
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統計情報

（栗ック）



10

栗ック→統計部のホームページへ



農林水産省統計部ホームページ https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html

下にスクロール



わがマチ･わがムラ
（市町村データ）

→ p.21

12

下にス苦労ル



農林水産省統計部ホームページ（分野別、品目分類別検索） https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html

農家数、担い手、
農地など
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農林業センサス

14

農林業センサス https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kensaku/bunya1.html



https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noucen/index.html#r

2020年農林業センサス
報告書

15

農林業センサス

下にス苦労ル



宮城県（外部リンク）

https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc/2020/dai1kan.html
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2020農(林)業センサス

（クリック）



https://www.e-stat.go.jp/stat-

search/files?page=1&layout=datalist&toukei=00500209&tstat=000001032920&cycle=7&year=20200&month=0&tcl

ass1=000001147146&tclass2=000001155386&tclass3=000001161026

必要なデータを
ダウンロード

(excel)

利用者のために
(解説、PDF)
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2020農林業センサス



農業経営体数（宮城県）

18
地域の農業は、千差（ス）万別・・・

農林業センサス



2025農林業センサス：宮城県HP https://www.nhk-ondemand.jp/goods/G2011030292SA000/

必要なデータを
ダウンロード

(excel)



わがマチ･わがムラ（市町村データ） https://www.machimura.maff.go.jp/machi/

市町村別の統計データを見る
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https://www.machimura.maff.go.jp/machi/map/map1.html

https://www.machimura.maff.go.jp/machi/map/04/index.html
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わがマチ･わがムラ

（クリック）



https://www.machimura.maff.go.jp/machi/contents/04/444/index.html

農林水産業の基本指標（面積、人口農家数等）

農業部門別の産出額・農業経営体数

販売を目的とした農畜産物の作付・飼養状況
（センサスのデータ）

農産物の生産（作付面積、収穫量）

漁業（海面漁業）22

ＣＳＶデータ

わがマチ･わがムラ(宮城・色麻町)



色麻町の特色（全国=1）
－わがマチ･わがムラ（CSVデータ）を

ダウンロードして加工－

23

色麻町総合パンフレットより
https://www.town.shikama.miyagi.jp/material/files/group/2/20191031-150015.pdf

色麻町

宮城県平均



総務省統計局「統計ダッシュボード」－地域のレーダーチャート・ランキング
https://dashboard.e-stat.go.jp/radarChart?screenCode=00560&regionCode=13000

24

【その他の地域データベースの例 1】



総務省「社会・人口統計体系データベース」
https://www.e-stat.go.jp/regional-statistics/ssdsview/municipality
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【その他の地域データベースの例 2】



総務省「社会・人口統計体系データベース」（続き。仙台市と色麻町の例）

26

総人口 65歳以上人口 世帯数 65歳以上の
単独世帯数 耕地面積

仙台市
色麻町



2026年2月6日付け

【浜松市長コメント】
総務省家計調査の｢ぎょうざ｣品目において、浜松市が3年

連続で日本一を達成することができました。 
市民の皆様に愛され、浜松餃子は地域の食文化として根付

いており、市を代表するグルメのひとつとなりました。

外食や冷凍品は含まれていない。

統計の見方、使い方(1) 「ギョーザ日本一」？
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図337 年齢階層別にみた基幹的農業従事者数の推移
図 餃子等への支出金額（2025年）

資料：総務省「家計調査 家計収支編」（2人以上の世帯）から作成
https://www.stat.go.jp/data/kakei/2.html#new

注：1) ぎょうざ（調理食品）には生を含むが、外食、冷凍食品、レトルト食品は含まない。
2) 中華食（外食）には中華そばは含まない。

外食を含むと、
やはり日本一は
宇都宮市かも？

10,205円

円

5,455円 9,018円
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2026年2月20日付け 日本経済新聞統計の見方、使い方(2) 「農家の若返り」？

2026年2月20日付け
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図337 年齢階層別にみた基幹的農業従事者数の推移

資料：農林水産省「農林業センサス」（2020年、2025年）から作成
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noucen/index.html#y

注：1) 個人経営体の数値である。
2) 全国及び平均年齢が下がった（若返った）上位3府県について図示した

出典：ウェブサイト「フード・マイレージ資料室」 https://food-mileage.jp/
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～
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）

平均年齢が低下したのは、
高齢者が大きく減少

したためでは？
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図330 基幹的農業従事者数の推移【図の番号は、拙メルマガの号数（以下、同様）】

万人

資料：農林水産省「農林業センサス」累年統計表等から作成。
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noucen/index.html

注：1) 基幹的農業従事者とは、自営農業を主な仕事としている世帯員のことである。
2) 1980～2010年は販売農家、2020年以降は個別経営体の数値であるなど、厳密には連続しない。
3) 各年2月1日現在の数値である。

出典：ウェブサイト「フード・マイレージ資料室」https://food-mileage.jp/

基幹的
農業従事者数

60歳以上の者の割合

60歳以上

75歳以上の者の割合

60歳未満
60～74歳

60歳未満

75歳以上

％

％

減少率
（年率換算）



統計の見方、使い方(3) 「規模拡大が進展」？

20ha以上の農業経営体の面積シェア
2015年： 37.5 ％ → 2020年：44.3 ％ → 2025年：49.7 ％



図332 経営耕地面積規模別の経営耕地面積の推移

千ha

資料：農林水産省「農林業センサス」から作成。
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noucen/index.html

注：各年2月1日現在の数値である。
出典：ウェブサイト「フード・マイレージ資料室」https://food-mileage.jp/

20ha以上（地域別）1ha未満 1～5ha 5～10ha 10～20ha

千ha

20ha以上の
経営体のシェア

【37.5％】

【44.3％】

【51.0％】

大規模層の面積シェアが上昇したのは、
小規模層を含む全体の面積が
大きく減少したためでは？
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令和の百姓一揆（2025年3月）チラシより
「かろうじて農家も「時給10円」(*)程度で頑張ってきましたが、
この窮状を多くの方に知って頂き・・・」
(*)農水省 営農類型経営統計 稲作2022年

 年により10円～90円台などあり。

（中田コメント）
「ショッキングで分かりやすい数値（時給10円）を

強調し過ぎることは、データに詳しい人に足元をすく
われかねないのではないかと危惧するところです」

統計の見方、使い方(3) 「時給10円」について

34

2025年2月22日付け



自作の幟 榊田みどりさん
（農業ジャーナリスト）も

手作りのプラカードを持って
行進

鈴木宣弘先生
（東京大学大学院）と



資料：農林水産省「営農類型別経営統計」から作成。
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noukei/einou/index.html

注：1) 主業経営体とは、農業所得が主で自営農業に60日以上従事している65歳未満の者がいる個人経営体である。
2) 「いわゆる時給」とは農業所得を自営農業労働時間で除した数値であり、以下の点で一般的な時給とは概念が異なる。
・自営農業の労働時間には雇用者の労働時間を含んでいるが、雇用労賃は経費として農業所得は含まれていないこと
・法人経営体の有給役員に対する給料、賞与、福利厚生費も経費として農業所得には含まれていないこと

出典：ウェブサイト「フード・マイレージ資料室」 https://food-mileage.jp/

図309 「いわゆる時給」について（水田作、全農業経営体）
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68.2          70.4           68.4          70.5           59.7                         61.6           67.2 歳 経営主の平均年齢

図325 経営タイプ別にみた農業経営収支（2023年）
資料：農林水産省「営農類型別農業経営統計」から作成。

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noukei/einou/index.html
注：主業経営体とは、個人経営体のうち、農業所得が主で、自営農業に60日以上従事している65歳未満の者がいる経営体をいう。

出典：ウェブサイト「フード・マイレージ資料室」https://food-mileage.jp/

4.54           3.79           4.19          3.52           5.38                        14.01          17.43          農業従事者数
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資料：内閣府「国民経済計算(GDP統計)」(フロー編付表(2)及び(3))から作成。
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2023/2023_kaku_top.html

注：1) 「所得等」とは国内純生産のことで、以下の式から求められる。
国内純生産＝国内総生産（国内産出額－中間投入）－固定資本減耗

2) 国内純生産は雇用者報酬、営業余剰・混合所得（注：事業主の労働報酬等）、生産・輸入品に課される税（控除）補助金からなる。
3) 第１次産業は農林水産業、第２次は工業、製造業及び建設業、第３次はサービス業等である。

出典：ウェブサイト「フード・マイレージ資料室」 https://food-mileage.jp/

図310 就業者一人当たり所得等の産業間比較

千円/人
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第１次産業



（参考）今回の国勢調査から明らかになった市町村の姿（１）



（参考）今回の国勢調査から明らかになった市町村の姿（２）



EBPM（Evidence Based Policy Making, 証拠、データに基づく政策立案）
統計の役割はますます重要に

大切なことは、自らの問題意識
［今、地域で何が起こっているか、課題となっているか］

課題を把握・整理し、対応策を検討する際の、
（強力ではあるものの）一つのツールに過ぎない

政策の企画・立案には、
文献調査（歴史等も）、現地実態調査、インタビュー等が重要

42

しかし、統計とは、対応策を教えてくれるものではない

エビでんす・・・

【終わりに】





ウェブサイト「フード･マイレージ資料室」 http://food-mileage.jp/

➣ FBページ「フード･マイレージ資料室(分室)」
https://www.facebook.com/foodmileage/

➣ メールマガジン
「F.M.Letter－フード･マイレージ資料室通信」
 【月2回配信、無料】

https://www.mag2.com/m/0001579997.html
44
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